
日本語授業における学習者の認知過程と学習ストラテジー  

西村よしみ  

要  

日本語学習者は、学習場面で教師あるいは他の学習者による学習内容に関する情  

報をどのように操作し、コントロールして理解定着を行なっているのかという認知  

過程を把握し、その過程において、どのようなストラテジーを用い、自己の学習過  

程をコントロールしているかについて調査することを本研究の目的とする。   

調査方法として、日本語初級の授業をビデオに録画し、学習終了後、録画した授  

業を学習者に再生しながら授業中に考えたことや感じたことを質問用紙に自己報告  

させるという再生刺激法を適用した。   

調査の結果、成席上位者は学習ストラテジーの使用頻度が多く、特にメタ認知的  

なものが多いことがわかった。  

〔キーワーり 日本語言語学習 認知過程 学習ストラテジー 再生刺激法  

学習者トレーニング  

1．はじめに   

一般に、授業の構成要素として、教師、教材（教育媒介システム）、学習者の3つが考えられる。  

授業の中核をなすものは、教師と学習者の間で行われる情報の相互伝達、すなわち教授・学習過  

程（teaching－1earningprocess）である。   

この過程は、教授内容に関する既有知識（旧情報）と教師によって提示された新しい教授内容  

（新情報）が適切に結びつくことによって学習者白身が新しい知識構造を構築していく過程でも  

あるといわれている。したがって、学習者が知識の構築をどのように行なっていくのか、あるい  

はどこでつまずいたのかという内的な認知過程を探ることにより、教授・学習過程と学習成果の  

関連だけでなく学習者が持っている多様な理解特性を明らかにすることができると思われる。   

言語の教授・学習過程においても、第二言語習得に関する中心的な研究領域として、学習者が  

教授内容に関する言語情報をどのような習得の過程を経て処理しているかという研究がある。日  

本語教育でも具体的な言語活動の場面で、学習者の認知過程の実証的研究が行なわれ、言語知識  

の理解の仕方や構築方法が学習の成果に影響を与えていることが報告されている。   

最近、学習者の多様性に応じた日本語教育が目指されているが、その多様性が、学習者の目的、  

動機、母語、言語特性とい われるものに終わるのではなく、学習者の認知過程や学習スタイル、  

学習ストラテジーなど内的なものに対する実証的な研究が行われ、その成果に基づいた授業活動  
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が行なわなければならないように思う。   

本研究では、学習者の授業活動における内的過程を調査する。先に述べたように授業活動は、  

教師と学習者の相互作用である。したがって、教師の授業における思考過程や意思決定と学習者  

の認知過程との双方向の関連についても調査する必要があるが、本研究は、まず学習者側からの  

調査を行い、今後の研究の基礎調査として位置づけることにする。  

2．関連する先行研究の概要  

2．1 言語習得における学習ストラテジー   

70年代以降、言語学習者の認知過程において学習のストラテジーが存在し、第二言語習得の成  

果に影響を与えていることが報告されている。（Gardern＆Lambert1972）さらに、認知科学の  

発展にともない、言語習得過程における認知過程、問題解決過程などが研究されるようになって  

きた。つまり、言語学習過程の授業分析の研究は教師を中心とした方法論的な研究から、学習プ  

ロセスに影響を与える教師・学習者の個人的特徴に関する研究へと移ってきている。   

学習ストラテジーとはWenden（1983）の定義するところによると、第二言語習得過程におい  

て学習をコントロールし、統制する働きを持つもの、また学習者自信が言語を学習する際に自分  

自身で何等かの方法を使用していることを知りつつ使っているストラテジーであるとしている。  

しかし、Bialystok（1983）が“Thereislittleconsensusintheliteratureconcerningeitherthe  

defini亡ionortheidentificatfonotJanguageJearings亡rategfes，”と述べているように学習者スト  

ラテジーについて、研究者の間でも統一的な見解が得られていないのが現状である。Wendenは、  

学習者ストラテジーに関する研究論点として以下のものをあげている。  

1．学習行動あるいは学習スキルなどを決定するような一般的な特徴を持っているのか。  

2．学習ストラテジーの使用は、意識的か無意識的なのか。あるいは、意識的な暗があった   

り、無意識的な時があるのか。  

3．学習ストラテジーは、学習的なものか先天的に備わっているものなのか。  

4．そして、それが学習されるものであるなら、常に意識のコントロール下にあるものなの   

か。あるいは、自動的なものなのか。  

5．上達の早い学習者が使う学習ストラテジーとは、何か。  

6．学習ストラテジーは特別な言語内容やタスクにおいて使われるのか、もっと一般的な言   

語使用において使われるのか。   

当センターで学習している学習者は、すでに母国において高度の専門教育を受けている。した  

がって、彼らの専門に関する学習者ストラテジーは、すでに確立していると思われる。しかし、  

それが日本語という言語習得の場において意識して使われているかどうか、つまり言語学習にお  
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ける学習ストラテジーはどのようなものかという疑問を検討する必要があると思う。また、この  

学習ストラテジーは、言語活動一般に共通しているのか、特別な言語活動に特有な学習ストラテ  

ジーがあるのかという疑問も生じてくる。   

このような学習ストラテジーに関する研究が進むにつれ、認知のプロセスを管理し、統制して  

いると思われるメタ認知ストラテジーについての研究に移って来るのは、当然のことと思われる。  

つまり、学習ストラテジーを学習のための素材の操作および変形を行う認知ストラテジーとその  

上位に位置するメタ認知ストラテジーに分け、それぞれのストラテジーのカテゴリー化などの研  

究が行われている。   

Chamot＆0’Malley（1987）は、メタ認知ストラテジーを以下の3つに定義している。（資料  

1を参照）  

（1） 学習者が学習を計画する過程  

（2） 学習者が学習をモニターする過程  

（3） 学習者が学習を評価する過程をコントロールする過程   

このような学習ストラテジーの研究は、日本語教育にも導入され、学習者の認知プロセスの研  

究が具体的な学習・指導場面において学習者は、ストラテジーをどのように体系的に適用してい  

るのか、またそのストラテジーを学習者に提示することにより言語能力の養成に効果があるのか  

などの理論から実践への研究が始められている。例えば、渡辺（1990）の学習者の言語学習に対  

する信条（belifes）と学習ストラテジーの関連を見た研究、あるいは、発話におけるモニター能  

力の養成という観点からの指導例などがあげられる。（吉田1991、豊田1992）  

2．2 再生刺激法について   

授業活動における教師の学習者との相互的な教授・学習活動における教師の思考や意思決定の  

過程を研究するために再生刺激法の利用が報告されている。Clark＆Peterson（1986）には、  

再生刺激法を使って教師の思考と意思決定の方法を調査した12の研究例がまとめられている。そ  

れによると、授業過程を録画し、授業終了後に再生して担当した教師に見せ、観察者によるイン  

タビューを受けるという方法である。再生による刺激条件の与え方は、各研究者に依って異なる  

が、録画した全授業をみながら授業者が意思決定をした場面などをストップして内省するもの、  

観察者が教場面を選び教師に内省を求めるものの2つに分かれる。そして、インタビューの報告  

を録音し、教師の思考方法のカテゴリー化を行い授業改善、教授活動の改良に反映させるもので  

ある。   

Clark＆Peterson（1981）では、授業再生を4場面としその各場面に対し教師に以下の質問  

を行なっている。  
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1．Whatwereyoudoinginthesegmentandwhy？  

2．WereyouthinkingofanyalternativeactionsorstrategleSatthattime？  

3．Whatwereyounoticingaboutthestudents？  

4．Howarethestudentsresponding？  

5．Didanystudentreactionscauseyoutoactdifferntlythanyouhadplaned？  

6．Didyouhaveanyparticlarobjectivesinmindinthissegments？   

lfso，Whatwerethey？  

7．Doyourememberanyaspectsofthesituationthatmighthaveaffectedwhatyoudid   

inthissegment？   

その後、Peterson（1984）は、この再生刺激法を、小学校の算数の授業における児童の認知過  

程の研究に採用し、教師の意思決定の研究と同じように授業の数場面を選び、質問項目を一定に  

したインタビュー方法を取っている。このインタビュー・プロトコルから児童の自己報告を分析  

し、児童の認知過程を抽出している。このPetersonの再生刺激法による児童の認知過程の研究  

によって、教師から学習者の認知過程の研究に移行していった。   

国内では、上述のPeterson等の研究を受け、吉崎・渡辺（1989）が再生刺激法による授業分  

析の枠組みを提案し、授業分析に学習者の内観を質問紙法による自己報告を組み込むという新た  

な手法を開発した。吉崎等は、Petersonの研究に対し、  

1．教科に関する事柄  

2．録画・再生に関する事柄  

3．授業者に関する事柄  

4．児童の自己報告資料の分析についての問題点   

以上の4点から検討を行い、再生刺激法の新たな適用法を提案している。吉崎等の報告では、  

授業を録画するカメラを後方に据えること、教科は算数だけでなく理科でも可能であること、な  

どを報告している。自己報告資料のデータ収集に関する検討は、質問紙による回答でも児童の認  

知・情意過程に関する内容はインタビュー方式と大きく変わらないことを実証している。  
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【質問紙】  

質 問 紙  
場面（ ）  
◎質問には、英語で答えてください。  

名前（  

1，場面（）の時、あなたは何をしていましたか。  

例）先生の話を聞いていた。  

2．その課で勉強していることを考えていましたか。  
いいえ  

3．どうしてそのことを考えていましたか。  

3．本研究の概要  

3．1 日的   

本研究は、学習者がどのような学習ストラテジーを使用しているか。学習者の思考スタイルは  

どのようなものかを、構造練習の授業を録画し、授業修了後に学習者に再生して質問紙に自己報  

告させるという再生刺激法により学習者の認知過程を調査するものである。   

以下の2つを目的とする。  

1．日本語授業において学習者は、学習場面で教師あるいは他の学習者によるインプットを   

どのように操作し、変形して理解定着を行っているのか。  

2．吉崎・渡辺によって開発された質問紙法による再生刺激法が日本語授業においても適用   

できるか。  

3．2 調査対象と方法  

3．2．】 調査対象   

（1） 学習者  

日本語既習者（来日前に23カ月）の6人で、国籍は、タイ（2人）、インドネ  

シア、ミャンマー、インド、アルバニア各1人。筑波大学留学生センターでは、週  

25時間の日本語集中授業を行い、4月の授業開始から9週日である。  
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（2） 教授者  

教師歴が20年以上の熟練教師（女性）、調査したクラスには過1コマ授業を担当  

し、学習者との意思疎通は十分である。  

内  容  

学習者  ■年齢 23才～32才  

・国籍 インド（女） タイ（男2名） ミャンマー（男） アルバニア（男）  

インドネシア（男）  

■日本語学習歴  

来日前に2～3か月の学習  

留学生センターで3カ月 学習時間200時間  授  

業  

の  

概  

略  

・一斉授業（6名）  授業形態  

授業者  ・授業1  日本語教師歴 20年 女性  

授業2  日本語教師歴 3年 男性  

学習項目  ・授業1 動作のやりもらい  
授業2  「～ことにする」「～ことになる」  

実施時期  ・授業1 1992年6月15日  

授業2  7月 6日  

授業時間  1コマ  75分 （VTR収録時間 75分＊2）  

3．2．2 調査方法   

（1） 授業のビデオ撮影  

吉崎方式と同じく、教室後方より教師を中心にカメラ1台による撮影を行う。実  

際の授業場面では、教師は、ある言語表現が使用される状況を設定するために教室  

内を常に移動しているので、教室後方にカメラを固定するのではなく、教師を中心  

にカメラ撮影を行なった。  
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（吉崎・渡辺）「授業における子どもの認知過程」より  

（2） 質問紙法による自己報告  

授業終了後、録画された授業を視聴し、上述の授業1では4場面、授業2では3  

場面の合計7場面でビデオを一時停止し、授業中に考えたこと、またピうしてその  

ように考えたかを詳しく報告させた。なお、自己報告の記述言語は、その後の分析  

処理を考え、学習者の共通言語である英語によった。しかし、英語能力にも差があ  

り、記述が十分ではないものも見られる。翻訳者がいれば学習者の母語による記述  

のほうが厳密な資料が得られる。  

質問紙は、吉崎方式をそのまま使用した。  

吉崎等の研究では、インタビュー方式を改め質問紙法を採用した理由として、自  

己報告でもインタビューと同じ認知・情意過程の記述が得られることが検証されて  

いる。  
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【質問紙】   

① あなたはこの時何をしていましたか？（かんたんにかし1てくださしゝ。）  

（吉崎・渡辺）「授業における子どもの認知過程」より  

（3） 授業場面の選択  

当センターにおける日本語予備教育コースの授業活動は、CAI、構造ドリル、会話  

ドリル、タスク、漢字に分かれている。本研究の目的は、学習者の教授・学習過程  

における認知過程の調査である。したがって、予備教育コースで行われている授業  

活動について同じ調査の枠で請査を行う必要がある。今回の調査では、構造ドリル  

における認知過程のみを調査したが、今後、継続してCAI、会話ドリルの授業につい  

ても調査を行うつもりである。  

しかし、タスクあるいは漢字の授業に関しては、異なる調査の枠組みが必要であ  

ると考える。つまり、タスクは、「聞き・読み・書き・話し」といった言語スキルの  

養成を目的としているので、授業形態は通常の授業とは違っている。また、「聞き・  

読み・書き・話し」における学習ストラテジーの使用法は、通常の授業における使  

用法とは異なるものと予測される。したがって、調査法についても別の形態を取ら  

なければならない。  

今回の調査では、教師からの働きかけと学習者からの働きかけという2の観点か  

ら選択場面を選んだ。あらかじめ授業担当者に教案を提出してもらい授業1からは  

4場面、授業2からは、3場面を選択した。75分の授業から3あるいは4場面の少  
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教場面しか選ばなかった理由は、学習者の記憶と関連がある。この再生刺激法は、  

学習者自身の内省を時間を置かずに再生するのが資料としては信頼性が高い。しか  

し、授業を中断して再生条件を提示するということは、自然な授業の流れを乱すも  

のである。したがって、授業修了後直ちに再生場面の聴取を行い、場面も3～5七  

いう学習者が再生可能な場面数を選んだ。   

選択した場面は、以下のものである。  

【授業1】  

①物の「やり・もらい」を復習確認する場面で、学習者に花を渡しながら口頭練習を行なう場面  

②学習内容を確認するため板書している場面  

③学習項目を導入するため状況を設定し、実際に学習者を行動させている場面  

④フラッシュ・カードを見ながら口頭練習を行なっている場面  

【授業2】  

①学習者が、練習している表現型とは違うものの例をあげ、文法的に正しいかどうかを教師に   

確認している場面。  

（参学習者の誤文を教師が訂正している場面。  

③学習者が教師の発音を正しく聞けず、混乱している場面。  

新しい知識の練習  

疑問点の質問2  
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【授業1教案例】  

学習項目  練 習 内 容  VTR中断場面  

a．あげる  

もらう  

1．物のやりもらいの確認  

・学生に物（花）を使って、手渡しながら以下の文をいわせる  

A：Bさんに花をあげます。  

B：Aさんに花をもらいました。  

途中で教師が入る  

E：先生に花をさしあげます。  

T：Eさんに花をもらいました。  

Fさんに花をあげます。  

F：先生に花をいただきました。  

…  場面1  

b．もらう  

くれる  ・aと同じ方法   

B：Aさんに花をもらいました。  

Aさんが花をくれました。  

先生が花をくださいました。  

・物のやりもらいを板書してまとめ  …  場面2  

2．動作のやりもらい導入  

・学生Aに大きな荷物をもってドアの前に立たせる。  

学生Bがドアを開けてやる。   

C．  

Ⅴてもらう  

Ⅴてあげる  ← ……場面3  

T：Bさんが／はドアを開けてあげました。  

・以下、次の状況で例文を提出   

Bが荷物を持ってやる。   

Bがドアをしめてやる。←教師も関わっても入れる  

3，2の練習をカードを使って行う  

BさんはAさんに～をしてもらいました。  

4．2の提出方法で「自分に」という条件をつけて練習  

する。カードを使う  

Aさんにドアを開けてもらいました。  

Aさんがドアを開けてくれました。  

5．動作の「やりもらい」をまとめる  

…  場面4   

一162－  



4．結果と考案   

再生刺激法による自己報告をメタ認知ストラテジー・認知ストラテジー・社会協力ストラテジー  

という3つの枠組みに分け、分析を行った。   

◎メタ認知ストラテジー   

・先行オーガナイザー・方向付けをした留意点・選択的留意点・自己管理・事前の  

準備・自己モニター ・発話の遅延・自己評価   

◎認知ストラテジー   

・繰り返し・身体的な反応・翻訳・グループ化・ノートを取る・演繹・組替え・  

イメージ化・聴覚化・キーワード ・文脈化・組み込み・転移・推定   

◎社会・情意ストラテジー   

・協力 ・明瞭化の質問  

【学習ストラテジーの報告内容と件数】  

上位者 中位者 下位者 合計   

メタ認知ストラテジー  
先行オーガナイザー  32 1 6  

方向付けをした留意点  
選択的留意点  
自己管理  
事前の準備  1 1  

自己モニター  
発話の遅延  
自己評価  211 4   

認知ストラテジー   
繰り返し   3  1  4   

資料の活用   1  1   

身体的な反応   1 2 1  1  5   
翻訳  

1 1  

グループ化  
ノートを取る  
演繹  
組替え  
イメージ化  1 13 16   

聴覚化  1  1  2  

キーワード  
文脈化  1 1  2   

組み込み   1  1   

転移  1  1   

推定  

社会・情意ストラテジー   
協力   1 1 1  3   

明瞭化の質問   1  1   

計   15  9  7  4 1 2  38   
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【学習者の自己報告の内容数】  

ロ  2  3  4  5  6  7  合 計   

学習ストラテジー  10  7  8  6  8  7  3  49   

学習項目   4    4  5  7  3  4  30  

（1） メタ認知ストラテジー  

「先行オーガナイザー」に関しては、成績上位者ほど自己あるいは他の学習者の  

発話を聞きながら、前日あるいは前に学習した文法などとの照合、比較分析を行  

なっていることが分かった。  

特に、筑波大学では、「復習より予習」に時間をかけることを強調してきたが、本  

研究によりその効果が顕著に現われていることが分かった。  

当センターの日本語予備教育課程で日本語を勉強している学習者は、学部を卒業  

後、日本の大学院（修士あるいは博士課程）に入学を希望するものがほとんどであ  

る。学習者のバックグラウンドは、母国で高等教育を修了し、研究者としての専門  

教育を受けているものである。自分の専門分野に対する学習ストラテジー特にメタ  

認知に関するストラテジーは、高度の訓練を経て彼らの思考方法の中ではずでに確  

立していると思われる。従って、メタ認知、認知ストラテジーの抽出は言語学習以  

前に出来上がっているもので、量的な頻度数をあげても意味のないものではないか  

という疑問がでてくる。しかし、専門のスピーチの原稿を書くという授業の中で、  

被験者BがCにBが話すスピーチ原稿の構成図とその構成図によって作成された原  

稿を見せた。Cは、あわてて教師にスピーチの構成はどのようにするのか、スピー  

チの導入部分は日本語ではどのように言うのかという質問をした。つまり、Cは、  

すでに学位論文を書き、口頭発表などの経験があるにもかかわらず、日本語という  

学習言語を使用してスピーチを書くという言語活動の中では、メタ認知および認知  

ストラテジーを活用しなかった、あるいはする余裕がなかったということである。  

（2） 再生刺激法の適用に関して  

自己報告では、認知ストラテジーよりも、メタ認知ストラテジーが明確に報告さ  

れ、再生刺激法が有効であることが実証された。  
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【場面1】 教師が花を手渡して、「やりもらい」の復習をしている場面（学習者の応答）  

◆この時、何をしていましたか。   ◆考えていたことを詳しく説明してください。  ◆どうしてそのように考えていましたか。   

A  Thinkingandspeaking．   1．Thinkingaboutthedri11doneonThursday  Becausethatdrillwasfixedinmymindwell，SOIwas  

inclassrelatedto’AGEMASU／SASI．  

AGEMASU，eCt．．’  

2．Thinkingaboutthedrilldonebymyself，  

thetableIhadmadetounderstandingit，   

B  Thinking，1istenlng，Analizing．   Aさんの答えを聞いて、答えを自分で作ってい  AnalizingtodifferntiatebetweenmyanswerandA’s  

た。   anSWer，   

C  ListenlrlgandarIalizlng WhaとA  The toplC Of my ar】aljz】れg prOCeS5 WaSニ  Inodertour】derstarldthecorrectuseof亡heproper  

WaSSaylng．   Whichverbshouldbeusedinthatsituation，  Verb，OnSuChagivensituation．  

WhenAwasgivlngtheflowertoSensei．  

D  1．Thinking of what the right  Ilmthinkingofwhatistherightpatternof  

SentenCeWaS．   thesentenceandrightstructureasitwasin  

2，WatchingAandlistenlng，   theGrammarNote．  

3，Speakingalongwitheverybody，  AndI’mthinkingoftryingtomaketheright  

StruCture pattern by myself without any  

ノmistake．   

E  1．Listenlngtheconversation．   I’mthinkingtheconversationarldusingof  IthinkinJapaneseGrammar，uSingofpaticleismore  

2▲Consideringtheparticleusing  particleinconversation．   difficulty．   

F  Listenlngandthinking   1．Iwasthinkingaboutthatsentence，howto  Becauseincorrectsentecewillmakemisurlderstand－  

makeitcorrect，Whatisanimportantpart  ing．  

inthatsentence，  

－
－
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【場面2】 教師が物の「やりもらい」のまとめを板書している場面 （理解の整理と確認）  

◆この時、何をしていましたか。   ◆考えていたことを詳しく説明してください。  ◆どうしてそのように考えていましたか。   

Iwasdoingittocheckwhethertheconceptunder－  

therightsentencepattern．   giveninthebook；thosetoldbytheother  

SenSeiinthepreviouschapterandthose  

practisedbyme．Iwasalsospeaking（wordr  

lessly）alongwithsensei．   

AnalizlngistodifferntiatebeforeImemoris－  BecauseafteranalizingIhadconfidenttomemorize  

ingthesentence thesentence，   

C  Iwasfollowlngtheexplanations  Asmentionedabove．   Tocheckhowl’veunderstandthepatternlearned2  

givenbySensei，inordertounderr  1essonsbefore．Thenrepeatinfloudly，tOfixfinal1ythe  

Standthebasicpattemconcernlng  COrreCtpattern．   

thetopicandthenreferomgreche－  

kingmyunderstanding．  

D  WatchingSennseiwritingblack－  Ⅰ’mthinkingthatwhetherIcanrememberthe  BecauseIcanrecognlZethatthereisthesamepattem  

bord．   patternthatSenseiwriteonthebalckboard  （assennseiteaches）intheformerlesson（lesson13）  

bymyselfornbt，AndIamthinkingthat  andlhavealreadyknownitbutit’sgoodtohavea  

Senseiwasteachingthepatternintheformer  

1esson，   

E  Considering the difference  I’rnthinkingthattheuslngOfthesepalrSare  Becausetheusingofthesepairsdependonthesubject，  

between：もらう／いただく、あげる  alittleofdifficully．   Objectandparticles．（thatisdependonthegiver，the  

／さしあげる、くれる／くださる  recieverandparticles，）   

F  Itried to recogniae whatIhad  Iwasthinkingaboutverbform（terform）and  Howtomakethesekindsofsentences，important  

read yesterdeay and read these  thediferncesbetweerlもらいます，くれます、  formsareV－teformandgiverandreceiver．  

sentencesandtriedtoremember．  あげます  



【場面3】 学生2人が行勤しながら文型の理解を行っている （知識の導入）  

◆この時、何をしていましたか。   ◆考えていたことを詳しく説明してください。  ◆どうしてそのように考えていましたか。   

A  Thinking and practice particeL  IwastrylngtOthinkthat，Whattypeof  Becausesennseihadgivennoinstructionsbeforethe  

patingperformingtheactionand  SenteCe formation was expected and was  drillandweweresupposedtounderstandthesentence  

thenspeaking，   tryingtothinkofthenotesreadyesterdayto  

findasimilarsituationandsentenceforma－  

tion．   

B  Tofeelthesituation．   thesituationiscommonlyhappendtousand  WithfeelthesituationIcancatchtheJapanesefeeling  

VeryClosed   Whentheyreciever，Sometingandwhathadtheysay  

tothehelperandtodiscribethesituationtotoanother  

people．   

C  FollwlngOffensivelytheexplana－  Makeuptheevidenceof：   Havingclearinmymind，WhatreallyhappenS，Ican  

tion and the action of the role  a）whodidtheactionandwhy   easilyrealizewhichverbandpatternsshouldbiused，  

players，jnordertomakecleariJl  b）whDgOtthefavourar）dfromwhom   OfcourseAction→Verbisnumberoneimportantto  

mymindtwoflowings：What  beunderstoodと思います。   

happendsandwhattherole  

playersdidsaytoeachother．  

D  ZamactinghforntOftheVide  1amcontusingthatwhatthesenIISeiwhatto  Fjrs亡famcofuslngbecauseIamno亡Surethatwha亡Ⅰ  

Camera．   doandthenunderstandclealylaterafterthe  amgolngtOdoandwhateverldowillberitornot．  

SennSeiimplied，theninmymindIknowwhat  When aftersennseiimplied．IknowIunderstand  

Ishouldsay．   becausethispatternisthaughtjustinthemomirlg．   

E  1．Listenlngtheconversation   工thlnkthattheuseofabovepatternmore  BecauseIthinkthat（Vrteform）aremoreusefulin  

2．Analizingtheuseof～てもらう  Japanesegrammarandconversation，   

／いただく／あげる／さしあげる   

F  Atthattime，Iunderstoodabout  ltwasclearindiffernCeformbetweengiver  Actionhadshownclearlyaboutwhatweretheydoing  

relatiorlShipbetween～てあげます  at that time and 

～てもらいます   



【場面4】 フラッシュ・カードを見ながら口頭練習 （口頭練習）  

◆この時、何をしていましたか。   ◆考えていたことを詳しく説明してください。  ◆どうしてそのようEこ考えていましたか。   

A  Iwaslookingattheflashcardand  Iwaslookingattheflashcardtofindout  IwasthinkingsothatOcouldgivethecorrectanswer  

thinkingofthesentenceforation．  whotherecieverarldgiverwereandwhat  AIsoIwastryingtomemorisethewholeactionand  

SidebesideIwasalsospeakirlg  wastheobjectwas，1wasthinkingofthe  speechforfutrerefernce．  

thesentencewithoter   SentenCe formation and repaetingit out  

aloud，   

B  Practice   PracticingwhatIhadalreadyanalizlngand  Withpractice，thesentenceisalreadysetup，Without  

compreingwithmyfriendanswer，   twiceSowecanusedthesentencewhenwehave  

experlikethatsituations．   

C  Thinking about the pattern  Inonemoment，Iwas・・・tOIchikawa先生  Onthedooroftheactionandtherecieverofthefavor  

presentedthroghcorsthousr，and  whowasthepeopleinthecatoonpresented，  aresettled，therebuildingupprocessforthesentence  

tryingtobuiltupmysentenceIin  inordertomakeclearfirstwhichlevelthe  StruCture．Tryingtousetheproperverbs，inthegiving  

mymind．   peopLedoingthefavourbelongstoandthen  

tousetheproperverbinmysentence   

D  Practise thelesson then faclng  FirstIthinkwhatwhatistherightpattern  Whensennseiaskeverybody，Ithinkofwhatisthe  

problemwhensennseiasl．   andsayalongwitheverybody．Butwhen  right patternbecauseIjust want to practice my  

sennseiaskme，Ibegingtohesitatetoanswer  Japanese．Butwhensennseiaskrne，1begintoIleSitate  

andgotshuck．   toanswerbecauselamnotsurethattheanswerIam  

golngtOanSWerwi11berightronot．   

E  1．Dri11ingaccordingto thetea－  lthinkthedirllmethodandteachingwith  BecausethedrillmethodcanimproveJapanesespeakL  

Cher，   cardsarethebestmethodofJapaneselan－  ingandteachingwithcardscanreadilymemorizethe  

2，Lookingtheteachercards．   guage・   Japanesewords．   

F  Listenlngandpracticing．   Atthattime，therehaddifferencesbetween  あげますand もらいますcanchangebetweeneach  

paticleがandにwhichwereimportantpart  othersand くれますhasalittlebitdiffernce．  

Te－formofverbsisalsoimportarlt．  ofもらいます。  

－
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場面1．Dが「勉強したくないことにしました。」という文を作って、その間違いを教師が訂正している場面  

A  IwaslisteningtoC－San’sandSen－  IwasthinkingthatCLSan’sSentenceistrans－  Iwastryingtounderstandthemeaningofthesentence  

sei’sconversation．   latedintoEnglishitmakessense．   in Nihongo．For meits alwaysinteresting（also  

InmyownlanguagealsoifsupposlngaPer－  automatic）tocompareNihongowithHindiandEng－  

SOn SayS”ldon’tfee11ikestudying．”the  1ish．  

parentsorteachersmightsaythatthefactis  BydoingsoIgettheexactmeaningofthesentencean  

thatyouhavemadeupyourmind（ordecided）  andalsocometoknowthewaytheJapanseseare  

thatyoudon’twanttostudy，   thinkingwhentheyJapanesearethinkingwhenthey  

SaySOmething．IwasalsotrylngtOunderstandsensei’s  

expanation．   

B  CatchtheinformationfromSensei  TheexplanationfromSenseiisveryimpor・  Applicationofthepaternisveryimportantthings  

and tried memorize theinfoma－  tant．Because application of the pattern  becauseitwecanusethatpaternasmuchasIcan．  

tion，   becomeclear，   ltbecomeusefu11．   

C  Iwaslisteningwhatじsansay】ng  Analyzinghissentence．Irealisedthathedid  In oder to check howIcouldconstructthesame  

at that moment．Anlyzing by  amistakeinhissentence．ぺんきょうしたくな  patterninthecorrectway．  

myselfhissentence．wasitcorrect  いことにしましたinstedofsaying．べんきょう  

OrnOt．   しないことにしました。Thenafterlistening  

theexplanationof先生Iwastryingtocon－  

SuruCtthesamesentenceinthecorrectway．   

D  Iwas trylng tO make sentence  AsIwaslisteningtothe先生。Ithenrecalled  Becausewehavestudeiedsomanylessonsandeach  

uslng pattern Which we were  the other pattern that we have already  1esslessonhasdifferntpattern．Itrytoextenditby  

StudyirlgnOW，（butitwasamista－  StudeiedandthenmiⅩedittogether．   mixl咽 them together．Ithought whatIsayin  

ke）  Japanese（thatmisteakesentence）hasmeanirlgirl  

EnglishsoifItranslatedtoJapaneseIfshouldalso  

havesamemeanlng．  

ー
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E  Thinking aboutconcernlng with  「ことになる」meanssomethingindecideof  Thesetwopatternarerelativelysimilarandthiscan  

Japanesegrammaer～ことになる  「ことにする」meanssomeonedisidedtodo  mistakeintheconverstationandgrammar．  

／～ことにする．   SOmething   

F  絵を見て文法を覚えたいでした   Thesentencecouldmakeind用erncekinds  BecauseafewdifkrncesingrammaTeCanmade  

Withdipendedouraimpointsandnweshold  

grammaerticalcorrectedthemtoo．   
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場面2．Cが「アリさんに仕事を手伝ってもらうことにしました。」という文で、仕事を手伝うのはアリさんの決定したことではないか「～することに  

した」というのはおかしいのではという疑問を教師に説明を求めた  

A  Iwaslistening 先生’s and C’s  Iwasthinkingthattheconceptwasclear，and  PerhapsIhavegotthishabitbecauseofmyownprofe  

conversation．AndIwasinterfer－  wahtwasthereasonbehindC’sconfusion．  ssion．IwasthinkngaboutitasIwouldthinkwhile  

1nginbetween．  teachingtomyownstudents，Becausethebasicthing  

istofindthereasonofconfusionandremoveit．   

B  Before Caskedto先生，Ithink  Wewantornothelpisdependonme．Ifwe  ThatareverylmpOrtantbecausewecanknowthe  

that もらうisdependontheper－  asktofriendforhelpus．   wayofthinkingofJapanesepeopIe．  

sonwhogivethehelp．   Butmyfriendinbusy，that’sproblemisnotirl  Sowecanusethatpatternintherightsituation．  

After先生explainedtous，Iknow  thissituation．Theimportantthinkiswe  

thatもらうisorllydependonme．  WantOrnOtthehelp．   

C  Atthattimelwasthinkingwhyこ  Itwasnotcleaninmymindwhythelesson  Tofindoutthereasonwhyinthatcaseことになる  

とになる patterncannotbeused  forgettionhelpshouldbetakenfromthe  cannotbeused．Thenaftertheexpalnationsgivenby  

insteadofことにする。   parsonwhowasaskingit．Thatwasthe  先生Icouldrnakeclearwhyinthatcaseことにする  

reasonwhyaskedthepattern．   shouldbeused．   

D  IwaslisteningCさん and 先生  Iwaslittlebitcofuselngandtheexplanation  BecauseafterIlistentoC．Mypointofviewisdiffernt  

explalngthepointofviewofprobL  of先生．doesn’tmakewiththeproblemlhad  fromthatChave．Iconcentratedinothrepartofthe  

lemthatCさんasked   inthattime，andfineauyIdidntpanatterltion  sentencewhy先生explainedintheotherpart．After  

anymoreinthatproblem．   thisIdidn’tpayattentionbecauseIthinkunderstand  

inthepolnttheCasked．   

E  Listeningtotheexplanationof先  Teacherexplainedthatことにしましたmean  Twopatternsなりますcanmakeintheconveration  

生about～ことにしました，and  thethinkingtosomethingandtodecideby  andgrammaer，  

～ことになりました．   yourself，   

F  Thatsentencewameanedtoselect  Iunderstandthatsentencebutafterquestions  Sometimewhenlthinkthatlcanunderstandsome－  

agoodwaytodoformthinking  therebeafewdifferncesbutIdidnotpay  thing，lwi11notmakequestiononitbecausesame  

andaskingpeoplearoundus，   attentiononthem．   questionmakememisunderstandagain．  



場面3．アニさんが「留学する」「入学する」という発音が聞き取れなかった。  

A  1waspronounceingtheword．   IwasthinkingofthemearlLngOfthewords  Becausealreadythemeaningwasfixedmymind，入学  
whilepronoumClngthem，andwasalsothink－  する and留学する．Whenwedidkanji，fromthe  

ingoftheprevioususagesofthewords，   previousdrillsdonetoday．Iwasrepeatingthsesenten－  

cesinmymind．Ithelpsmetoassociateideas，andalso  

Idearsandpronunciation．   

B  Ithink theimportant thing for  PronounciationofJapanesewordformeis  IfIcanpronounciateJapanesewordinthegoodway．  

eachthemeanlnglSprOnOuCiation，  verydifficult．sotocatchthemeaningis  IthinkIcancatchanotherpeopletalkedaboutandI  

Checkagaintomyself，maybeI  sometimes mistake make trouble for me．  CantalktoJapanesepeople．  

makeamistekeinhearing，   Japanesewordssometimeveryclosed  

sometimesmakemeconfuse．   

C  Listeningwhat’sthediffernceis  ThefirstwhenIwaslistemngthesetwo  

pronounciationbetween入学and  differentpronounciation．IwascreatiorltWO  

留学，   differntusagaesinrnyminddoreachdiffernt  

sound：入学and留学．Incaseoftwodiffernt  

Kanjiswiththesamepronounciationthe  

creatingofimageorrathermorediffcult，   

D  発音していました。   この間短は、よくわかりましたから何も考えま  

せんでした。  

E  ListeningJapaineseproncIuCiation  入学and留学areverysirnilarinpronouce  Japanesepronoucationandcharactersareverydiff－  

andlooking about Kanjichar－  ationbutcharactersareverydifferent，入学  cultsothatthesameKanjiButinthedifferntmeanlng  

acters．   isenteringschooland留学isstudyatother  nseswords 

COuntry．   andthesamepronouceatonbutwithdifferntKanji．   

F  Ican remember both of those  Theirpronouciationarediffernceandmean－  Themeaningofsentenceswhentheyspeakwi11seper－  

vocabraries andIthink thatI  ingsarealsodiffernCetOO．Sometimeina  atethem．  

knowaboutdifferncebetween  

theirpronounciation．   

・
 
】
コ
－
 
 


